
 
地域ごとの状況（人口増減：平成１６年度及び平成２４年度比較） 

【凡 例】 

人口増減比率（平成 16年及び平成 24年の比較） 

  ：0.9倍未満に減少  

  ：1.2倍～1.3倍に増加  

：1.3倍以上に増加 

（区域内数字は増減比率を示す。） 
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※ 各地区については，平成２１年度 京都市住宅 
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